


1)新生児肝炎(乳児肝炎)

　新生児期からつゞいていると推定される註 1)肝内胆汁うっ滞症註 2)で,胆道

閉塞,溶血性疾恵,敗血症,尿路感染症,梅毒,その他の全身感染症:全身性代謝性

疾患などに伴った二次性のものを除いた疾患とする。註 3)


